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柏市経営戦略方針に係る保健所取組み評価           （令和４年度柏市保健衛生審議会資料より抜粋）

計画名 所管部署

事業① 目標

R3実績 R4目標 R5目標 R６目標 R7目標

100 100

事業② 目標

R3実績 R4目標 R5目標 R６目標 R7目標

集計中

事業① 目標

R3実績 R4目標 R5目標 R６目標 R7目標

18.4

事業② 目標

R3実績 R4目標 R5目標 R６目標 R7目標

実施なし

事業① 目標

R3実績 R4目標 R5目標 R６目標 R7目標

事業② 目標

R3実績 R4目標 R5目標 R６目標 R7目標

進捗

（備考）最終年度（令和8年度）

には満足している割合を調査す

る。

基本理念：親子がともに健やかに育つまち柏

基本目標１.安心した妊娠・出産と心ゆたかに子育てができるまち

　　　　２.子どもの育ちと子育てを支え合うまち

　　　　３.配慮が必要な子どもの健やかな成長を見守り支え合うまち

主な取組① 切れ目のない妊産婦・乳幼児の支援

妊娠届出時の保健師等の面談（面談率） 面談率100％

柏市母子保健計画 地域保健課 計画推進における課題

掲げる目標

進捗

（備考）

地域ぐるみでの子育て支援（母と子のつどい参加者数） 地域の人からの声掛け状況90％

進捗

（備考）中間評価のための調査

ではR1実績77.3％。目標値は最

終年度（令和8年度）同様。

（備考）中間評価のための調査

ではR1実績83.3％。

主な取組② 健康づくりを意識した地域活動，母子保健活動の推進

電子親子手帳サービス事業 アクティブユーザー率30％

今後の取組

・令和2年度，令和3年度に柏市母子保健計画（平成28年度策定）の中間評価を実施。評価指標38項

目の内24項目が改善（約60％），7項目が悪化傾向であった。

＜悪化した評価指標＞乳幼児健康診査の未受診率，地域の人からの声かけ状況，ハイリスク妊婦の割合，特定妊婦の割

合，朝食を子どものみで食べている児の割合，小中学生の肥満傾向児の割合，歯肉に炎症がある１０代の割合

・評価指標の種類別達成度では，環境整備85.7％，健康行動60％，健康水準53.8％であった。

・柏市の母子保健の現状では（計画策定当時より），子育て世代の核家族化の増加傾向，出生数

（出生率）の減少傾向，合計特殊出生率の減少傾向，女性の雇用数の増大傾向，父親の育児参加の

増加傾向がみられた。

・また，新型コロナウィルス感染症防止対策のため「新しい生活様式」を行うことで，人との接触

や関わり方に配慮が必要となり，参集型での交流，対面での学びや相談機会の減少，里帰り出産が

できない，遠方に住む親族や知人の協力が得られにくい等の状況があった。

・核家族化の進行や地域のつながりの希薄化，新型コロナウィルス感染症の影響等により，妊産

婦・母親の孤立感や負担感が高まり，子育てに不安を抱えている家庭が増加している。

・母子保健事業を通した推移では，妊産婦・乳幼児の要支援家庭への支援件数の増加（特にハイリ

スク妊婦数，医療機関や他機関からの依頼数），ハイリスク妊婦の内こころに問題を抱える妊婦の

割合が増加している。

〇切れ目のない妊産婦・乳幼児の支援体制の強化

・妊娠子育て相談センターにおける妊娠届時の全数面接をはじめとした全ての親子に対する各種母

子保健事業の実施。

・事業を通じて把握した支援が必要な妊産婦，乳幼児（メンタルヘルス，予期せぬ妊娠，経済的問

題，若年妊娠等）の早期発見・早期支援を開始し，妊娠期からの切れ目ない支援を行う。

・周産期メンタルヘルス支援体制を強化する。

（関係機関との連携強化，産後ケア事業の充実と支援強化，産婦健康診査事業開始にむけた体制整

備等）

〇健康づくりを意識した地域活動，母子保健活動の推進（新型コロナウィルス感染症対策を講じた）

・中間評価の結果を反映したライフステージ別ポピュレーションアプローチの推進。

（オンライン講座や交流機会の促進，電子親子手帳を活用した啓発の推進，ホームページの充実

等）

・柏市民健康づくり推進員と協働し，地域での子育て支援，健康づくり活動を推進。

・子育て支援拠点等他機関と連携し，子育て支援，健康づくり活動を推進。

主な取組③

進捗

（備考）

進捗

（備考）

要支援家庭への支援 支援率100％

進捗


